
応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒 989-0292　白石市大手町１- １白石市総務課へ。はがき一
枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月 15 日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

㉄農林課　☎22-1253
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～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

栄養豊富な健康野菜「菊芋」
　菊芋の名前には「イモ」と付きますが、キク科の植
物です。根はショウガに似た形で、菊のような黄色い
花が咲きます。
　菊芋の主成分であるイヌリンは、糖代謝に効果があ
ると言われています。また、豊富に含まれているビタ
ミン群との相乗効果で、免疫力の強化や高血圧の改善
など高い健康効果が期待できます。
　栄養満点な菊芋を食べて、冬を乗り切りましょう！

二十歳の誓い　新しい未来へ
令和７年度二十歳を祝う会

　１月11日、20歳の節目を祝う「令和７年度
二十歳を祝う会」を開催しました。本年度の対
象者は平成17年4月2日から平成18年4月1日
までに生まれた241人で、式典には193人が
出席しました。会場では、友人との再会を喜び
合う姿や、楽しそうに話を交わす様子があちこ
ちで見られ、新たな門出の日を笑顔で迎えてい

ました。二十歳を祝う会代表の佐
さ

藤
とう

真
しん

さんと
石
いし

川
かわ

ほのかさんは「皆さまからいただいた励ま
しのお言葉を胸に、白石市民として、そして社
会の一員として誇れるよう、謙虚さとチャレン
ジ精神を持ち続け、強く、優しく、輝く存在と
なります」と誓いの言葉を述べ、未来への希望
を胸に、新たな一歩を踏み出しました。

一年間の無火災を願う
令和８年白石市消防出初式

　１月12日、ホワイトキューブで「令和８年
白石市消防出初式」を開催しました。この日は
消防団員約500人が集結。会場では、昨年５月
に発生した事故を乗り越え披露された伝統階

はし

子
ご

乗り隊の演技、幼年消防クラブのアトラクショ
ン、消防車両パレードなどが行われ、一年間の
無火災を祈念しました。

工人夫妻の響き合う技
弥治郎こけし初挽

び
き

　１月２日、弥治郎こけし村に隣接するこけし
神社で「こけし初挽き」が行われました。これ
は、工人の技術向上と１年間の無病息災を願
い、その年最初に挽いたこけしを奉納する伝統
行事。節目の60回目は、新

にい

山
やま

吉
よし

紀
のり

工人と新
にい

山
やま

真
ま

由
ゆ

美
み

工人の夫妻が初共演し、新年最初のこけ
しを丁寧に仕上げました。

市内の農産物
直売所情報▶

▲�おいしい健康レシピです。ぜひお試しく
ださい。

サラダや
天ぷらも
おすすめ！

１_二十歳を祝う会の企画や運営に携わり準備を重ねてきた実行委員の皆さん　
２_式典で誓いの言葉を述べる実行委員長の佐藤真さん（左）と副実行委員長の
石川ほのかさん（右）　３_ 晴れやかな表情の参加者たち

１１２２

３３

▲伝統階子乗り隊の演技には多くの歓声があがりました▲愛好家に見守られる中こけしを制作する新山工人夫妻
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